
学術リポジトリのあゆみ

17年度（2005-6年）

３月 試験公開

18年度（2006-7年）

５月 正式公開

第1回教育研究評議会にて承認
学術ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ運営指針制定
世界の機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘのﾘｽﾄへ登録

DOAR / ROAR
正式公開

外部検索システムとの連携
OAIster/ Google Scholarへ登録

熊本県大学図書館協議会ｾﾐﾅｰ
NII 安達 開発・事業部長 講演会

全学共通認証の利用開始

19年度（2007-8年）
Scopusの画面へ熊大ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ設定

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ連合(DRF)へ参加
Junii+ へデータ提供開始
五高 龍南会雑誌の記事を登録開始
広報ｸﾞｯｽﾞ 名称入りｸﾘｱﾌｧｲﾙ作成
登録ｺﾝﾃﾝﾂ数 4,500件

20年度（2008-9年）
PDFへのカバーページ生成機能付与
龍南会雑誌登録完了

21年度（2009-10年）
登録ｺﾝﾃﾝﾂ数 7, 000件

トップページリニューアル
新体制によるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ連合(DRF)へ参加

　-所蔵別コンテンツ数-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録数：7,367件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010.3.31現在）

図書館（五高   龍南会
雑誌を含む）, 4,004

事務局, 30

教育, 689

理学, 80

医学, 554

工学, 1,054

薬学, 94

社会文化科学研究科,
170

センター系, 159

文学, 316
法学, 217

コンテンツ登録件数（棒）とダウンロード数（折れ線）
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［コンテンツの継続的収集］

・学内紀要編集委員会の調査
学内１１部局１９タイトル

・紀要編集委員会（委員長）へ
「投稿規程」にリポジトリでの公開に関する条項の
追加依頼

→新たに２タイトルについて改訂・対応いただけた
「工学研究機器センター報告」
「熊大極低温」（衝撃・極限環境研究センター）

★リポジトリでの電子化・WEB公開の条項追加の
お願い継続中！

［雑誌掲載論文及び学位論文の収集］
・ CiNii及びSCPJを活用して本学研究者の雑誌掲載論文を収集

（主に学協会刊行物）
・学位論文の許諾依頼
①各同窓会へ連絡先の調査
②依頼文書印刷、送付先ラベル準備
③修了者への依頼文書送付（申請書添付）
→申請してもらえる割合が低い！

・学位（博士）論文の電子媒体による提出依頼（各学科・教育部長宛）
→冊子体からの電子化が不要となる（経費・手間の軽減）

・過去の学位論文291冊の電子化（透明テキスト付きPDF）

［広報関係］

・リポジトリパンフレット（２種）配布
・リポジトリ広報用しおり配付
・データベース説明会の中で紹介
・広報メール
・熊本大学学術リポジトリTOPページのリニューアル

→TOPページから

新着状況、アクセスランキング表示
・大学評価データベースとの連携機能追加について

検討開始

送付数 申請数
申請率

（申請数/送付数）＊100

工学系 86 26 ３０％

薬学系 26 10 ３８％

医学系 168 60 ３６％

（全体） 280 96 ３４％

学位論文の許諾依頼とその回答（申請書提出）

募集

研究成果！！

熊本大学学術リポジトリ
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/

！

雑誌掲載論文

シンポジウム資料

研究報告書

紀要論文

教材
テクニカル・

レポート

募 集

学位論文！！

熊本大学学術リポジトリ
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/

！



熊本大学学術リポジトリTOPページ画面
（http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/）

新着情報
直近２週間のアクセスランキング

リポジトリの紹介

［２２年度の目標］
※スローペースでも着実に！！

１．大学評価データベースとの連携機能を追加
（構築、テスト運用まで）

２．学内の古い紀要論文の登録促進
（著作権処理？）

３．登録増加につなげる広報活動の工夫
（図書館内プロジェクトチームで検討）

熊本大学附属図書館

公認キャラクター

リポジトリ広報ｖｅｒ.

サイドメニューを右側にも追加して、
表示する情報が増えました。

表紙画像も可能なものか
ら掲載しています！

それぞれに目次を作成


